
コンセプトブック



多様な主体と枠を越えて

社会課題を解き、未来を変革する

「マチノベーション」という

新時代のエンジニアリング

MACHIInnovation®（マチノベーション）は竹中工務店の商標、または商標登録です。



竹中工務店がまちづくりをする理由 サステナブル社会の実現

私たち竹中グループは「まちづくり総合エンジニアリング企業」を目指して、
移り変わる時代のニーズと社会課題に対し、

当社の技術を結集して、まちに新しい価値を創造する提案をしていきます。

豊かで多様な暮らしと産業を強く支えるインフラ基盤
最先端の情報インフラ・セキュリティ完備、防災も万全
暮らしと産業発展を支える交通・物流が発展
高効率な再生エネによるスマートコミュニティ

伝統と特色を活かし、それぞれに存在感のある都市・地域
地域発の産業・文化の発展が日本の競争力の源泉に
田舎の自然資本と生活基盤を確保
独創的な文化の発信都市

多様で健康な暮らし方・働き方・学び方ができる場
ダイバーシティを許容、多様な人々が交流
高度教育・オープンイノベーションの国際拠点
明るい未来のための子育て・教育が充実
健康・福祉・医療サービスで安心な暮らし

夢と未知への挑戦で切り拓く未来
様々な分野が協業し、先端技術で未来を創造

サステナブル社会現実のためのビジネスモデル／ソリューション

竹中のまちづくり　総合エンジニアリング

まちづくり戦略

竹中の技術リソース

まちの基盤のデザイン

経済・文化のデザイン

生活（QOL）のデザイン

未来のデザイン

竹中工務店の社内技術リソースから
特に強みを発揮する６領域を用いて
まちや社会の課題に挑みます。 グリーンインフラ

健康寿命

伝統・文化

木造・木質

強み活かします

都市計画 エリアマネジメント コンパクト＋ネットワーク インフラ

製造・物流 農林水産

交通 ストック 情報・ICT エネルギー ZEB

自然再生・保存 生物多様性 資源循環 安全安心

産業復興 観光・商業

インバウンド 伝統・文化

暮らし 働き方 健康寿命

教育・研究

コミュニティ

福祉・生活支援

先端技術 フロンティア ビッグデータ

AI・ロボット 木造・木質

目指すサステナブルなまち

エリアマネジメント

AI・ロボット
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ソリューションキーワード

ソリューションキーワード

ともに築くまち、未来仮説像
立地と人口から「まち」を ４つのタイプに分類して、 
分析・課題整理をしたうえ で未来仮説像を描きました。

課 題

人口集中過多
渋滞、満員電車
空気の質の低下
ストレス社会
災害時の脆弱

3 大都市圏が対象となる「大都市タイプ」1.

過疎化が進む地方のまち「地方タイプ」2.

課 題

人口減少・高齢化
生活不便
医療や教育環境低下
林業衰退・大雨の土砂災害増大

3 大都市圏の周辺に所在する「郊外タイプ」3.

政令指定都市や県庁所在地など地方の中心「地方中核都市タイプ」4.

・シェアリング
・減築
・屋上利用
・パークレット
・ミズベリング
・附置義務駐車場緩和
・エリアマネジメント協議会

ソリューションキーワード

ソリューションキーワード

・木質バイオマス活用
・川の上下流連携
・木材のカスケード利用
・古民家活用
・キノマチ
・DIY まちづくり
・オンデマンド交通

課 題

保育園や学校不足
コミュニケーション希薄化
団地や集合住宅老朽化
精神・健康弱者への福祉問題
農地緑地急激減少

課 題

交通渋滞
支店経済等の衰退
歴史・文化資源の減少
ビルや商店街の空きテナント

・農福連携
・都市農業保全
・鎮守の森
・健康づくり
・サテライトコワーキングオフィス
・ローカル交通
・グリーンインフラ

・フリンジ駐車場
・中心市街地再生
・城郭を中心としたまちづくり
・ライトレール交通

・町並保全
・Park-PFI
・コンパクトシティ

®
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取り組み 進行中

実証実験

護岸緑地を川床で開き、伝統文化を継ぐ場へ

「深川川床プロジェクト」

江戸時代、深川はヒトモノコトが集まるまちとして繁栄し、芸
者文化が生まれ、今も風情ある料亭が残ります。しかし現在、
深川の水辺は護岸整備によって人が入れない場に。そこで東京
都の「かわてらす」要綱を活用し、川床を設置。地域へ開かれ
た水辺を取り戻しました。また荒川の上流域である埼玉県小川
町の木材を使用し、川上と川下の森林サイクルをもう一度結び
直して新たな物語を生みました。

新しい水辺の活用の可能性を切り開くための官民一体の協
働プロジェクト「ミズベリング」のイーストベイ版として、
水辺を愛する人たちとともに活動しています。水辺に興味
を持つ市民や企業、行政が連携して、地域の未来像をみん
なで描いたり、まちづくりの実証実験やイベントを行うこ
とで水辺や木質のまちの付加価値向上を目指しています。

水辺の新しい使いかたを考える

「ミズベリング＠イーストベイTOKYO」
遊休不動産・コミュニティ活性
地域魅力再発見・官民連携

大都市

課題

ねぶくろシネマ in 新木場
「ねぶくろシネマ」と「ミズベリング＠イーストベイ
TOKYO」と新木場の地権者協議会が協働してイベン
トを開催。東京湾に面した新木場公園で、バーベ
キューを楽しみ、水辺の芝生に寝転んで映画を楽し
むという新しい水辺エンジョイスタイルを提供し、
好評を博した。

大都市

イーストベイ東京を面白がる会
慣例や常識にとらわれず、これから水辺のまちがこ
うだったらいい、こんな街にしたいというアイディ
アを旧住民も新住民もさらに江東区で働いている人、
江東区が好きな人などの多様な参加者で食事をしな
がら一緒に考えブレストする会。様々なアイデアが
飛び出し、未来像を描いた。

大都市

EAST BAY
TOKYO

水辺文化の継承・都市木質化
官民連携・自然不享受・地域活性

大都市

課題

「都市型自動運転船プロジェクト」
舟運網・AI 活用・安心安全
交通、エネルギー、スマートシティ

大都市

水門に囲まれ安全な水面をたくさん持つイーストベイエリア
で、都市型自動運転船を開発し、交通や物流、エンタメ、防犯・
防災に活用していくプロジェクト。

課題

「アーバンヴィンヤードプロジェクト」
空き地、緑地の活用・緑化・文化の継承
地域活性・シビックプライド醸成・官民連携

大都市

過密都市化したまちや未活用のビルの屋上に緑を増やしたい。
また区内に醸造所ができたことから地産地消の特産品をつく
り、シビックプライドを高める動きも。

課題

伝統・文化 木造・木質

グリーンインフラ

水上ステージ

水上ホテル

水上エンタメ

たくらみ中

ロボット船「ROBOAT」
導入検討のシンポジウ
ム『ロボット船が描く
東京イーストベイエリ
アの水辺の未来』（2018
年開催）の様子

◀ 

開発

東京都江東区イーストベイエリアの
水門と運河に囲まれた８地区

深川
砂町

塩見
枝川 新砂

辰巳
新木場

豊洲

有明東雲

グリーンインフラ

◀ 

エリアマネジメント

エリアマネジメント

AI・ロボット

特殊技術を結集した屋
上プランター栽培でぶ
どうを育て、深川ワイ
ナリーによる地産ワイ
ンづくりを目指す。

◀ 

MACHInnovation concept book09 MACHInnovation concept book 10



まちづくりプロジェクト　　事例

実証実験

地域と企業が協働して社会実装する

「企業チャレンジ」

「企業チャレンジ」とは、地域内外の民間企業が雲南市を舞
台に地域と協働しながら社会課題解決や新たな価値創造の
ため、様々なチャレンジを行い、“５方良し” な社会実装ま
で目指す試み。竹中工務店は雲南市と連携協定を結び、総
務省の「地域おこし企業人交流プログラム推進要綱」に基
づき、当社社員を「地域おこし企業人」として雲南市へ派
遣して、「企業チャレンジ」運営を担っています。

課題

企業チャレンジ

島根・雲南市

雲南ソーシャルチャレンジバレー

チャレンジの連鎖によって、持続可能な社会を目指す
少子高齢化、過疎化が進む地方のまち雲南市はまちづくりにおいて「課
題先進地」とも呼べます。「小規模・多機能自治」を掲げ、「コミュニティ
ナース」を皮切りに、「雲南ソーシャルチャレンジバレー」＝子ども、
若者、大人、企業の立ち位置で課題を解決し、挑戦の連鎖が地域の生
態系になっていく取り組みです。私たちは官民の新しい連携を通じて
社会課題を解決していく「企業チャレンジ」に関わります。

チャレンジャーが育ちあう
生態系を育む

過疎化・少子高齢化・地域活性
雇用創出・遊休不動産・空き家・地域魅力化

地方地域 地方地域

健築®プロジェクト
チャレンジチーム 竹中工務店
「健築」※で蓄積してきたノウハウを活用し、地域自治
組織でソーシャルにかかわる情報を一元化。データを
通じて、健康向上を目指します。例えば「笑顔」の定
量化は健康サロンでの笑顔指数の評価など、情報だけ
でとどまらない方法で高齢化社会を見守ります。

地方地域 地方地域地方地域

低速モビリティ活用
チャレンジチーム ヤマハ発動機
低速モビリティは、360度視野で開放的な構造で最
高時速20km未満で走行する車両。雲南市大東町
の市街地でヤマハ発動機の低速車両の実証運行を
実施。高齢者の移動手段の模索、運転時の笑顔を
計測・分析をして健康状態も検証しました。

サテライトオフィス構想
チャレンジチーム ヒトカラメディア
雲南市三新塔地区内の空き家を活用し「はたらく」
「とまる」「たべる」「つどう」の４つの機能を持つ施
設を地域住民とともにつくる試みで、地元住民と
社会課題を解決する人材がワークショップなどで
対話を重ね、遊休施設を蘇らせます。

若者チャレンジ
地域をよくする仕事をつくる！

チャレンジの連鎖による
持続可能なまちづくり

企業チャレンジ
新たな社会課題解決に挑戦！

大人チャレンジ
住民主体の地域づくり促進！

子どもチャレンジ
将来を担う人材を育む！

地域おこし企業人とは
地方自治体が民間企業などの人材を一定期間受け入れ、その知見を活かし
て地域の魅力向上を図る総務省の制度。この制度を活用し、マネジメント
チームのメンバーとして、竹中工務店から雲南市へ人材を派遣しています。

企業チャレンジ推進連絡会

チャレンジチーム

雲南市、中間支援組織、地域自主組織連絡協
雲南市商工会、金融機関、民間企業

・企業チャレンジの制度構築　・企業チャレンジの窓口
・事務局機能　・地域と企業等との連携コーディネート

雲南市

竹中工務店
地元企業・スタートアップ

チャレンジチーム

ヒトカラメディア
地元企業・スタートアップ

チャレンジチーム

ヤマハ発動機
地元企業・スタートアップ

メンバー

対応項目

マネジメントチーム

雲南市が目指す「５方よし」とは　①市民よし ②雲南市よし ③参画企業よし ④未来の参画企業よし ⑤日本と世界の他地域よし

健康寿命

交通インフラ

※「健築」®とは：人から始まり､人と寄り添う建築･まちづくりを通じて､一人ひとりが持っている可能性を最大限発揮し､誰もが幸せ（Well-being ）を感じ、これを高めていける社会を目指す活動です。

エリアマネジメント

エリアマネジメントAI・ロボット

目的
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※「森林グランドサイクル ®」とは：森林資源と地域経済の持続可能な好循環。

小川町・地域連携協定

交流人口を増やし
移住者を増やす

ターミナル駅から１時間のところにある埼玉県小
川町。かつて江戸へ木材を搬出していた木の産地
であり、自然豊かな里山や有機栽培の農作物が暮
らしのそばにあります。和紙産業で一世を風靡し
たまちの文化や伝統技術、歴史建物を活用し、二
拠点生活やテレワークなどで都市とつながり、新
時代の郊外の住まいかた、働きかたを描きます。

目的

まちづくりプロジェクト　　事例まちづくりプロジェクト　　事例

塩尻市・地域連携協定

森林資源を活用した
地域活性化から
関係人口を増やす

塩尻市と地域連携協定を締結し、官民連携のまち
づくりを進めます。活動の中心は社会課題を豊富
な森林資源を活用することで解決し、関係人口の
増加を目指すこと。歴史的建築資源の活用、木質
バイオマスによるエネルギーの地産地消など「森
林グランドサイクル ®」の循環をうながします。

取
り
組
み

郊外 木造・木質

長野・塩尻市 埼玉・小川町

過疎化・木材利用・まちの担い手不足
雇用創出・空き家・地域魅力化

地方地域

課題

「奈良井宿 まちやどプロジェクト」

京都と江戸を結んだ中山道の真ん中に位置する木曽路の「奈良井宿」は今も風情のこる宿場町。しかし近年、
空き家が増加。文化庁の重伝建地区に指定される歴史的建築物を活用してかつての賑わいを復活させるため、
まちのシンボルである酒蔵と宿屋を「まちやど」として再生します。

地方地域

郊外

伝統・文化 木造・木質

目的

▲ ゲストルームやレストラン、
　風呂などはまちに点在させ、　 
　宿場町全体を「宿」と見立てる 地元森林組合と連携し、

ウッドチップを燃やし
て寒い木曽谷でお風呂
をわかします。

地元木材チップによる
ウッドボイラ

人口減少・木材産業衰退・地域活性課題

「深川川床プロジェクト（本書10P）」の川床に使用した木材を搬出。
木を通じて川上と川下がつながりました。大都市の木材利用による
木材提供を近距離で行えると注目を集めた。

石藏改修プロジェクト
小川町、NPOあがりえ、竹中工務
店の三者連携協定を活かし、三協織
物（株）の関東最大級の大谷石の藏
をコワーキング拠点としてリノベー
ション。「まちのロビー」を創造す
るプロジェクト。

チップ

サイロ ボイラ タンク お風呂

▲ キノマチを通じた川の上下流のつながりを
　 話しあうワークショップ

進
行
中

※「小川町森林グランドサイクル®」
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連携

ちがう立場で
つながってみる

竹中のまちづくりエンジニアリングの手法

タクティカル・アーバニズム

みんなで考え、仮説をつくり

ひとまず試行や実験をして

良否の評価をして
社会実装をめざす

1

2

3

従来のまちづくりは行政がマスタープランを定め、長年

かけて実施する事業です。そんな「戦略」のまちづくり

から「戦術」へ。仮説、実験、実証、そして社会実装をスピー

ディに実現させる米国発の新しいまちづくりの手法です。

タクティカル

そして、MACHInnovation®へ

多様な主体で考え
取り組むことで
まちは、社会は、変わる

私たちが目指すまちづくりは「ともに築くまち」です。みんなで未

来仮説を描き、まちに必要な機能を実験・実装していくことで理想

のまちへ進んでいきます。私たち、竹中工務店「まちづくり戦略室」

は、市民・企業・行政・産業など、多様な主体が立場を越えて連携

することが、社会変革にはもっとも重要と考えています。

共想

みんなでアイデアを
出してみる

1
実践

つくってみたり、
やってみたり

2 3
変革

まちが変わり
誇りが生まれる

4

マチノベーション・プロセス

・水辺を多様に活用

汐浜テラス

社会実験
アーカイブ

・コロナ禍の公園活用実験

フィットネスロード汐浜運河

・堤防緑地を川床で活用

深川川床

マチノベーション



私たちと一緒にまちづくりしませんか？
竹中工務店の「まちづくり戦略室」は、

日本のさまざまな場所でまちづくりのお手伝いをしています。

様々なステークホルダーとつながり、

できることを持ち寄って、未来のまちをつくりたい。

そんな私たちと

「一緒に何かできそうだ」とピンと来たら、

お気軽にお問い合わせ下さい。

竹中工務店ウェブサイト

企画・発行
株式会社竹中工務店 まちづくり戦略室／一般社団法人Deep Japan Lab

発行月
2021 年 4月

デザイン・イラスト
ハギワラスミレ

編集・執筆
アサイアサミ（ココホレジャパン株式会社）https://www.takenaka.co.jp
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